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中国の内陸都市における高齢者の

消費特性に関する研究

綾 部 誠＊

劉 利＊＊

１、問題意識

現在の日本は、少子高齢化問題が深刻化しつつある。これに対して中国は、まだ日本ほどの

高齢化は進んでいないが、長期的にみると「一人っ子政策」等の影響もあり、今後は間違いな

く同問題に直面することが予想されている。高齢化は重大な社会問題である反面、高齢者人口

の増加、経済の発展、国民生活の向上に伴ってシルバー市場は大きなビジネスチャンスになっ

ている。近年の中国経済は急拡大しており、沿岸都市部の経済・人口は飽和状態になりつつあ

るため、経済発展の勢いは内陸部に徐々に浸透しつつある。

2010年第６回国勢調査の主要データ公報によると、中国の総人口は13.4億人となり、14歳以

下の年少人口は総人口の16.6％を占めており、60歳以上の高齢者は13.3％を占めている。世界

保健機関（WHO）は60歳以上の人口割合が10％を超えると高齢社会と定義しているため、既

に中国は高齢社会に突入していることになる。

中国が高齢社会になってきた背景には、主に次の２つの原因が考えられる。１つ目は1979年

から実施されてきた「一人っ子政策」である。この政策によって中国はある程度の人口抑制と

食糧危機の緩和に成功した。しかし一方で、出生率は低下し、少子化が始まった。「中国統計

年鑑2010」によると、1978年の中国の出生率は1,000人当たり18.3であったが、2009年には12.1

にまで減少した。自然増加率は1978年の12.0に比べ2009年は5.1にまで減少した。もう１つの

原因が、医療技術の向上である。「2009年度中国老齢事業発展統計公報」によると、中国人の

平均寿命は73歳を超え、1978年の68歳と比べ５歳も伸びた。中国の大都市である上海は平均寿

命が81.7歳、北京市では80.5歳となっており、世界で最も平均寿命が長い日本にも匹敵する値

となっている。このように少子化が進み、医療技術の向上により平均寿命が延びたことで、結
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果として高齢者人口の比率が高くなり、高齢社会に至ったと指摘できる。

他方で中国の経済は２つの特徴を持っている。１つ目は高い経済成長率である。2005年に中

国のGDPは対前年比16.8％を達成し、イタリアを抜いて世界第６位の経済大国となった。2006

年にはイギリスを、2007年にはドイツを、そして2010年には遂に日本を抜いてGDPの規模で

世界第２位の経済大国となった。1978年から2010年にかけて中国のGDPは約20倍となり、年

平均成長率は約10％を安定的に保っている。

次に地域による経済の発展状況の相違を指摘できる。中国を全体的に見ると、沿岸部の経済

発展の勢いは内陸部より大きい。沿岸部は広東省、江蘇省、山東省、浙江省、河北省、遼寧省、

上海、福建省、広西省、天津、海南省で構成される。しかし近年では、沿岸都市の経済が著し

い成長を成し遂げた一方で、農村部と都市部、沿岸部と内陸部における経済格差が拡大しつつ

ある。

先述のように、現在の中国の高齢者人口（60歳以上）は約1.78億人であり、すでに日本の総

人口を超える規模になっている。2010年の「中国統計年鑑」によると、60歳以上の中国の高齢

者の総収入額は、約4,000億元（約５兆円）に達しており、中国高齢者科学研究センターの発

表では、都市の高齢者の40％以上が預貯金を保有している。今後、中国経済の発展によって

国民生活が豊かになり、高齢者の収入、購買力も増加・向上するものと見込まれている。

もう１点を付加するとすれば、近年の中国における高齢者の購買意欲が旺盛なことがある。

社会発展と経済成長に伴って高齢者の価値観と生活スタイルは変化しつつある。節約を重視し

てきた高齢者たちは、子供や若者から影響を受けて流行を追い始め、娯楽活動等に積極的にな

り始めた。また経済的に余裕が持てるようになったため、高齢者達は、以前は実現できなかっ

た生活を送ろうとしている。今後、急激に高齢化が進展することを勘案すれば、中国の潜在的

なシルバービジネス市場は極めて巨大な可能性を秘めていると言える。

しかし現階段では中国における高齢者市場は十分に開拓されていない状態にある。中国にお

けるシルバー産業の現状について張彦�らは、高齢者人口の増加と高齢者のニーズの増加に比

べ、高齢者産業の発展は滞っていると指摘する。具体的には、（1）高齢者向けの介護サービス

の不足、（2）高齢者の旅行ニーズの未充足、（3）高齢者向け商品の不足、（4）高齢者の精神的

ニーズの未充足の４点がある１。高齢者向けの商品、サービスが不足し、高齢者のニーズが満

足されていないことは現在の中国では明らかな事実である。そのため特に中国内陸部の高齢者

の多様性に応じた消費の傾向、嗜好、消費行動等を調査・分析することが早急に求められてい

る。これを分析することにより、経済停滞や東日本大震災の影響に苦しむ日本企業の新たな活

路や展望を見いだせる可能性もある。
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２、先行研究

シルバー産業とマーケティングを融合する部分に、シルバーマーケティングという研究領域

が存在する。シルバーマーケティングは、シニアマーケティグ、高齢者マーケティング、シル

バー層マーケティングとも言う。これらは高齢者を対象としたマーケティング戦略のことであ

る。具体的にいうと、高齢者が真に求める商品やサービスを作り、その情報を届け、高齢者が

その商品を効果的に得られるようにすることである。

シルバーマーケティングに関して、蒋平らは、「企業として、高齢者向けの商品を開発する

際に、高齢者の生理的、心理的、行動的な特徴に注意を払うことで、商品の実用性、利便性に

配慮すべきである」と述べ、商品戦略のポイントは実用性、心地よさ、はっきりしたターゲッ

ト選定であると指摘する。価格戦略については、「高齢者は豊富な経験を持ち、成熟的な消費

団体であるために慎重な消費行動をとる傾向がある。そのため、適正価格、価値のある商品を

求めている」と述べている。また流通戦略に関しては、「高齢者が集まる住宅街で専門販売コー

ナー、あるいは専門店を設け、行動が不便な高齢者に対して、通信販売、戸口に品物を届ける

などの宅配サービスを展開すべきである」と提案している。さらに「感情を込めた促進戦略が

有効であり、テレビ、ラジオ、新聞雑誌を利用し、提示・説得・納得するような広告を打ち出

すべきである」と指摘する２。

このような先行研究があるが、中国におけるシルバーマーケティングの研究には、次の独自

の問題点が存在している。

まずシルバーマーケティングに関連する研究そのものが少ないことがある。高齢者・高齢化

に関する研究のうち、その大部分を占めるのは介護・福祉に関する研究であり、全体の６割以

上を占める。これに対して、シルバーマーケティングに関する研究は僅かでしかない。これは

まだ中国においてシルバー市場の重要性と研究意義が、十分に認識されていないことに一因が

あると考えられる。

次に、沿岸部におけるシルバーマーケティングに関する先行研究は多い傾向にあるが、中国

内陸部における高齢者の消費特性を分析しているものは皆無に近いことがある。特に上海、大

連、北京などの経済発展が著しい地域では、高齢者の需要とニーズが頻繁に調査・分析されて

おり、それに応じたマーケティング戦略も提言されている。しかし従来の研究は内陸部、農村

部の高齢者市場はまだ十分に成熟していないと結論付け、この地域における高齢者の詳細を調

査していないという問題点がある。そのため高齢者のニーズが充足されていない状況にあり、

新しいマーケティング戦略を構築することが求められている。加えて従来の研究は、画一性が

前提となっており、中国の高齢者市場を地域別やタイプ別に細分化していないものが多い。し

かし中国は国土が広く、経済発展度や地理的差異、歴史的経緯の相違、高齢化の進行状況の違

いが存在し、内陸部と沿岸部、都市部と農村部による違いによっても高齢者市場はそれぞれ異

なるため、シルバーマーケティングに基づいた戦略もそれぞれの高齢者特性に応じて構築すべ
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きである。これまでの先行研究は、シルバー市場を所得、年齢別、家族形態別など、多様性の

観点から細分化し分析をしていないことも問題である。現在の中国では高齢化が進んでおり、

人口規模も大きいために所得、年齢、家族形態などに規定される高齢者の消費に関わる心理と

行為の違いが存在する。そのため、高齢者市場を多様性の観点から細分化したうえで調査・研

究し、具体的なマーケティングに関する方法論を見出すべきである。

３、本研究における仮説設定

経済発展とともに高齢者の人口も増加したため、今後は中国内陸部における高齢者市場が大

きなビジネスチャンスとなることが推測できる。そこで、本研究では、中国内陸部のなかで西

安市を対象にして高齢者の消費特性を調査・分析することで、高齢者の消費構造を明らかにす

ることを目的とする。

2010年の西安市の総人口は約847万人となっている。「西安統計年鑑」３によると2000年の西安

市の高齢者人口は97.6万人であり総人口の10.2％を占めたが、2008年にはさらに増加して約

124万人となり、総人口の14.8％を占めるようになった。またこの増加率を維持し続ければ、

2040年には西安市の高齢者人口は総人口の約半分を占めると推測されている。

2008年の高齢者人口を分類すると、124万人のうち約48％以上の高齢者は子供と別居してお

り、一人暮らしの高齢者は17.9％を占めている。このことから本研究における分析軸の１つと

して、「子供との同居形態」を設定することにする。また所得の高低は消費特性に大きな影響

を与えることが見込まれることから、同じく分析軸に設定することにする。このように本研究

では「所得の高低」と、「子供との同居の有無」によって、高齢者の消費構造に大きな相違が

あるのではないかと仮説を設定する。本研究の仮説を示すと図１のようになる。

図１ 本研究の仮説

なお本研究では、北京などの大都市を除くまだ経済的に発展していない内陸部における都市
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を「内陸都市」と定義し、60歳以上を高齢者と定義する４。また消費特性は消費者の消費意欲

だけではなく消費者の嗜好を加えた概念と定義する。なお所得の高低については、2007年の西

安市統計局のデータで、市民の平均月収入が1,654元であるため、1,500元以下であれば低収入、

以上であれば高収入と設定することにした。

４、調査方法および調査結果

（１）調査方法

本研究では、アンケート調査の方法を採用することにした。大きく分けて基本属性と日頃の

消費の２つに分けて設問を行った（日本語版の質問票については別紙参照）。基本情報に関し

ては、回答者の性別、年齢、最終学歴、職業、同居形態、収入形態、金額について10問を設問

した。日頃の消費に関しては、支出、消費項目、食費、購入場所、購入する際の選択基準、情

報源、広告の影響、買い物の同行者などについて同じく10問を設問した。

調査は2010年12月26日から2011年1月10日にかけて、中国西安市内において60歳以上の高齢

者を対象に実施した。幅広くデータを集めるため、高齢者西安市中高年活動センター、西安市

の住宅街・街頭、西安市内の公園でそれぞれ30部、70部、20部の質問紙を配布した。そのうち

の108部が有効回答となっており、有効回答率は90％であった。

本研究の分析方法は単純集計分析と「SPSS STATISTICSVer.19.0」による判別分析を

用いた。４つのタイプに分けて、消費者のエンゲル係数、消費者の消費構造、消費者の消費行

為の３つの面からそれぞれ分析を行った。

（２）分析結果

１）高収入で子供と別居している高齢者（Ａ）

調査した108人の高齢者のうち、23人は高収入で子供と別居していた。エンゲル係数は0.526

であった。

「あなたの日頃の購入・消費する項目で、支出額が多いのをお選びください（３つ選択）」

という質問については、食費が20人（約87％）、医療が11人（約48％）、生活・家事用品が９人

（約39％）、水道料金・ガス代・電気代が９人（約39％）で上位を占めた。他に通信・交通が６

人（約26％）、教養・娯楽が３人（約13％）、教育、旅行・観光、健康サプリメントはいずれも

１人（約４％）であり、住宅・住居、美容・美髪、スポーツを選んだ者はいなかった。

「あなたがよく買い物する場所を以下からお選びください（２つ選択）」という質問につい

ては、スーパーが17人（約74％）、デパートが９人（約39％）、専門店と市場がともに５人（約

22％）、商店が３人（約13％）となっており、通信販売を選んだ者はいなかった。
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「あなたが商品を購入する際の選択基準を以下からお選びください（２つ選択）」という質

問については、価格、実用性・機能性がともに10人（約43％）、品質が７人（約30％）、商品の

安全性が４人（約17％）、流行が２人（約９％）、デザイン・色彩が３人（約13％）、ブランド

が２人（約９％）であった。

「あなたが商品を購入する際の情報源を以下からお選びください（２つ選択）」という質問

については、テレビ広告が13人（約57％）である一方、友人・知人・家族からの紹介が７人

（約30％）、新聞・雑誌が５人（約22％）、インターネットが４人（約17％）、ラジオ、店員の紹

介、街頭広告がともに２人（約９％）であった。

「あなたは広告・宣伝の内容に影響されやすいと思いますか（１つ選択）」という質問につ

いては、「あまり思わない」が９人（約39％）、「そう思う」が８人（約35％）、「全く思わない」

が５人（約22％）、「とてもそう思う」が１人（約４％）となっている。

「あなたはセールス商品・割引商品を購入しますか（１つ選択）」という質問に関しては、

「時々、購入する」が11人（約48％）、「よく購入する」が７人（約30％）、「あまり購入しない」

が３人（約13％）、「全く購入しない」が１人（約４％）であった。

「あなたは実用性が高く、気に入った商品があれば、購入しますか（１つ選択）」という質

問に対しては、「購入しない」が15人（約65％）で、次いで「高い値段でも購入する」、「平均

的な値段なら購入する」がともに６人（約26％）であり、３人（約13％）が「低い値段であれ

ば購入する」を選んだ。

「あなたは買い物に行く際、誰と良く一緒に行きますか（１つ選択）」という質問について

は、配偶者が11人（約48％）、友人が６人（約26％）一人で買い物に行くが５人（約22％）、子

供が１人（約４％）という結果であった。

２）高収入で子供と同居している高齢者（Ｂ）

調査した108人の高齢者のうち、30人は高収入で子供と同居していた。エンゲル係数は0.645

であった。

「あなたの日頃の購入・消費する項目で、支出額が多いのをお選びください（３つ選択）」

という質問に対して、食費を選んだのは20人（67％）、水道料金・ガス代・電気代は16人（約

53％）、医療を選んだのは15人（50％）となっており、消費金額が最も高い３つの消費項目で

あった。その他では生活・家事用具が13人（43％）、通信・交通が５人（約17％）、健康サプリ

メントが２人（約７％）、教養・娯楽が４人（約13％）、被服・履物・アクセサリーが３人

（10％）という回答であった。住宅・住居、教育、美容・美髪、スポーツ、旅行・観光の消費

項目を選ぶ者は１人しかいなかった。

「あなたがよく買い物する場所を以下からお選びください（２つ選択）」という質問につい

ては、スーパーが20人（約67％）、デパートが16人（約53％）となっている。商店を選んだの
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は10人（約33％）で、専門店は２人（約７％）、市場は１名（３％）、通信販売は０人であった。

「あなたが商品を購入する際の選択基準を以下からお選びください（２つ選択）」という質

問に関しては、価格と品質を重視する人が多く共に20人（約67％）となっている。実用性・機

能性を商品の選択基準とする高齢者は10人（33％）であり、安全性は３人（約10％）、新製品・

新商品は１人（３％）となっており、ブランド、デザイン・色彩を選択する者はいなかった。

「あなたが商品を購入する際の情報源を以下からお選びください（２つ選択）」という質問

については、23人（約77％）はテレビを商品購入の際の情報源としており、次いで新聞・雑誌

と知人・友人・家族の紹介が８人（約27％）、ラジオが６人（約20％）、店員の紹介が３人（約

10％）、インターネットが２人（約７％）、街頭広告は０人であった。

「あなたは広告・宣伝の内容に影響されやすいと思いますか（１つ選択）」という質問につ

いては、「そう思う」が17人（約57％）、「あまり思わない」「とてもそう思う」がともに７人

（約23％）、「全く思わない」は３人（10％）であった。

「あなたはセールス商品・割引商品を購入しますか（１つ選択）」という質問に関しては、

17人（約57％）は「時々、購入する」と回答した。これに対して７人（約23％）は「あまり購

入しない」、４人（約13％）は「よく購入する」、２人（約７％）は「全く購入しない」と回答

した。

「あなたは実用性が高く、気に入った商品があれば、購入しますか（１つ選択）」という質

問に対して、24人（80％）の高齢者は「平均的な値段であれば購入する」とし、４人（約13％）

は「購入しない」、２人（約７％）は「高い値段でも購入する」と答えた。「低い値段であれば

購入する」という者は皆無であった。

「あなたは買い物に行く際、誰と良く一緒に行きますか（１つ選択）」という質問について

は、配偶者が10人（約33％）、子供と孫がともに８人（約27％）、友人が２人（約７％）であっ

た。

３）低収入で子供と別居している高齢者（Ｃ）

調査した108人の高齢者のうち27人は低収入で、子供と別居している。エンゲル係数は0.706

であった。

「あなたの日頃の購入・消費する項目で、支出額が多いのをお選びください（３つ選択）」

という質問については、食費が22人（約81％）、水道料金・ガス代・電気代が15人（約56％）、

医療と生活・家事用品がともに10人（約37％）、通信・交通が７人（約26％）、被服・履物・ア

クセサリーが２人（約７％）、観光・旅行、健康サプリメント、スポーツ、教養・娯楽、美容・

美髪、教育、住宅・住居はそれぞれ１人（約４％）であった。

「あなたがよく買い物する場所を以下からお選びください（２つ選択）」という質問につい

ては、スーパーが17人（約63％）、商店が11人（約41％）、市場が８人（約30％）、デパートが
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５人（約19％）であった。通信販売を利用する者はいなかった。

「あなたが商品を購入する際の選択基準を以下からお選びください（２つ選択）」という質

問については、価格が19人（約70％）、品質が15人（約56％）、実用性・機能性は８人（約30％）、

デザイン・色彩が２人（約７％）、ブランドと流行はともに１人（約４％）であり、安全性と

新製品・新商品を重視する者はいなかった。

「あなたが商品を購入する際の情報源を以下からお選びください（２つ選択）」という質問

については、友人・知人・家族が10人（約36％）、テレビが８人（約30％）、ラジオが５人（約

19％）、新聞・雑誌が７人（約26％）、店員の紹介が４人（約15％）、インターネットが２人

（約７％）であった。

「あなたは広告・宣伝の内容に影響されやすいと思いますか（１つ選択）」という質問につ

いては、「全く思わない」「あまり思わない」がともに11人（約40％）、であり、８割以上を占

めた。

「あなたはセールス商品・割引商品を購入しますか（１つ選択）」という質問に関しては、

「全く購入しない」が11人（約40％）、「あまり購入しない」が９人（約33％）となり７割を超

えた。

「あなたは実用性が高く、気に入った商品があれば、購入しますか（１つ選択）」という質

問については、「購入しない」が12人（約44％）、「平均的な値段なら購入する」が８人（約30

％）、「低い値段であれば購入する」が５人（約19％）であった。

「あなたは買い物に行く際、誰と良く一緒に行きますか（１つ選択）」という質問について

は、友人との買い物が最も多くて12人（約44％）、１人で買い物するが７人（約26％）であっ

た。

４）低収入で子と同居している高齢者（Ｄ）

調査した108人の高齢者のうち、28人は低収入で子供と同居していた。エンゲル係数は0.846

であった。

「あなたの日頃の購入・消費する項目で、支出額が多いのをお選びください（３つ選択）」

という質問については、食費が19人（約68％）、医療が16人（約57％）、生活・家事用品が13人

（約46％）、水道料金・ガス代・電気代が10人（約36％）、教養・娯楽が７人（25％）であった。

その他の消費項目にお金をかける高齢者は僅かであった。

「あなたがよく買い物する場所を以下からお選びください（２つ選択）」という質問につい

ては、スーパーが16人（約57％）、商店が12人（約43％）と多かった。

「あなたが商品を購入する際の選択基準を以下からお選びください（２つ選択）」という質

問については、商品の価格が21人（約91％）、実用性・機能性が18人（約64％）と高くなって

おり、その他に品質は７人（25％）、デザイン・色彩が２人（約７％）、ブランドと流行がとも
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に１人（約４％）、安全性と新製品・新商品は０人であった。

「あなたが商品を購入する際の情報源を以下からお選びください（２つ選択）」という質問

については、友人・知人・家族からが16人（約57％）、テレビからが14人（50％）、新聞・雑誌

が７人（25％）、ラジオが４人（約14％）、店員の紹介が３人（約11％）、街頭広告が１人（約

４％）、インターネットが０人であった。

「あなたは広告・宣伝の内容に影響されやすいと思いますか（１つ選択）」という質問につ

いては、「全く思わない」と「あまり思わない」がともに10人（約36％）、「そう思う」が７人

（25％）、「とてもそう思う」が１人（約４％）であった。

「あなたはセールス商品・割引商品を購入しますか（１つ選択）」という質問に関しては、

「あまり購入しない」と「全く購入しない」がともに９人（約32％）、「よく購入する」が６人

（約21％）、「時々、購入する」が４人（約14％）となった。

「あなたは実用性が高く、気に入った商品があれば、購入しますか（１つ選択）」という質

問に対しては、「購入しない」が12人（約43％）、「平均的な値段なら購入する」が11人（約39

％）、「低い値段であれば購入する」が５人（約18％）、「高い値段でも購入する」と回答した者

はいなかった。

「あなたは買い物に行く際、誰と良く一緒に行きますか（１つ選択）」という質問について

は、１人買い物するが13人（約46％）、子供が７人（25％）、配偶者と孫がともに３人（約11％）

となった。

５、考察および結論

これまでに見た内容を統計学的な観点から検証するために、SPSSの判別分析を実施した。

分析では「SPSSSTATISTICSVer.19.0」を用いた。判別分析では、まず同居形態に応じて

高齢者をタイプ１とタイプ２に分け、購入場所、商品の選択基準、商品の購入情報源の３側面

において判別分析を実施した。その結果、判別的中率はそれぞれ、33.3％、60.2％、45.3％で

あった。次に収入に応じ、高齢者をタイプ１とタイプ２に分け、同様に購入場所、商品の選択

基準、商品の情報源の３側面において判別分析を実施した際の判別的中率は、それぞれ69.4％、

57.4％、50.0％となった。

以上の判別分析の的中率から見て、所得の高低と子供との同居の有無によって高齢者の消費

行為、すなわち購入場所、商品の選択基準、商品の購入情報源は異なり、４つの消費パターン

が存在するということが、統計学的にある一定程度、確認することができた。

次にＡタイプ（高収入で子供と別居）、Ｂタイプ（高収入で子供と同居）、Ｃタイプ（低収入

で子供と別居）、Ｄタイプ（低収入で子供と同居）における調査結果を分析することにする。

まず、エンゲル係数については、Ａ＝0.526、Ｂ＝0.645、Ｃ＝0.706、Ｄ＝0.846となった。

高収入のＡ、Ｂタイプのエンゲル係数が、低収入のＣ、Ｄタイプより低いということは明確で
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ある。４つのタイプのうち、Ａタイプのエンゲル係数は最も低いため、生活水準が最も高いと

考えられる。これに対してＤタイプの高齢者はエンゲル係数が最も高い。これは高齢者自身に

加え、同居している子供や孫に対する食費面でも支出が多くなっていることがその一因として

考えられる。

次に、４タイプの高齢者の消費構造の違いであるが、消費金額が最も高い消費項目に関して

はＡタイプが食費、生活・家事用品、水道料金・ガス代・電気代、医療、Ｂタイプが食費、水

道料金・ガス代・電気代、医療、生活・家事用品、Ｃタイプが食費、水道料金・ガス代・電気

代、医療、生活・家事用品、Ｄタイプが食費、医療、生活・家事用品、水道料金・ガス代・電

気代となっている。高齢者にとって、日常生活に関わる消費金額（食品、生活・家事用品、水

道・ガス・電気）は高く、また高齢化に伴って病気にかかることも多いために医療費が大きく

なっている傾向を読み取れる。その一方で教育、美容・美髪、スポーツ、旅行・観光に金を使

う高齢者は少ない。４タイプの消費構造を比較すると、ＡタイプとＣタイプは通信・交通にお

金をかけ、Ｄタイプは教養・娯楽にお金を使うということができる。

４タイプの商品の購入場所、商品の選択基準、商品の情報源、宣伝の影響、割引品の購入状

況、消費意欲、買い物の同行者の調査項目をみると次のようになる。

商品の購入場所については、Ａ、Ｂタイプはスーパー、デパートでの買い物が多く、Ｃ、Ｄ

タイプはスーパー、商店での買い物が多い。この結果から、高齢者が最も頻繁に買い物する場

所はスーパーであることが明らになった。また高収入のＡ、Ｂタイプはデパートでの買い物が

多いところに特徴があり、低収入のＣ、Ｄタイプは商店での買い物が多い特徴がある。共通し

て言えることは通信販売を用いた買い物がほとんどないことである。またＡタイプは商店での

買い物、Ｂタイプは市場での買い物が極めて少ないという違いがある。

商品の選択基準については、Ａ、Ｄタイプは価格と実用性・機能性、Ｂ、Ｃタイプは価格と

品質を重視している。したがって商品を選択する際に、高齢者は最も商品の価格を重視し、そ

のうえ実用性・機能性と品質を含めて検討をしている。一方で新製品・新商品、流行を商品選

択基準にしている高齢者は僅かである。各タイプの特徴として、Ａタイプは商品の安全性、流

行、デザイン・色彩、ブランドなども選択基準としている。Ｃ、Ｄタイプの高齢者は、安全性

と新商品・新製品を特に重視していない。

商品の情報源については４タイプとも、テレビ広告、友人・知人・家族からの紹介が多いと

いう結果になっている。Ａ、Ｂタイプで最も多い情報源はテレビ広告であり、Ｃ、Ｄタイプは

友人・知人・家族から得る情報を重視している。

宣伝の影響についてはＢタイプの８割以上が影響を受けやすい。その一方でＣタイプは８割

以上が宣伝の影響を受けない。Ａ、Ｃタイプも６割以上が宣伝の影響を受けない。

割引品の購入状況については、Ａ、Ｂタイプのうち半分以上の高齢者が割引品を購入してい

るのに対し、Ｃ、Ｄタイプの６割以上が割引品を購入しないことも明らかになった。特にＡタ

イプは、割引品を購入する者の割合が約８割を占めている。
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実用品に対する消費意欲についてはＢタイプの消費意欲が最も高く、約９割が実用性の高い

商品を購入したいと考えている。これに対してＡタイプは実用性に対する関心は高いものの、

実際の消費意欲は低い結果となった。

買い物の同行者については、Ａ、Ｂタイプは配偶者、Ｃタイプは友人、Ｄタイプは１人で買

い物をすることが多い。

以上のような各タイプの高齢者の消費特性をまとめると、図２のようになる。

図２ 各タイプの高齢者の消費特性

以上、本稿では「所得の高低」および「子供との同居の有無」という２つの軸から高齢者の

消費特性を明らかにしてきた。本研究により中国内陸部（西安市）の高齢者の消費特性は４つ

に分類され、それぞれに特徴があることが判明した。

本研究から、今後は西安市をはじめ中国内陸部におけるシルバーマーケットを攻略する際に、

この分類に応じてシルバー市場のマーケティング戦略を講じることができれば、日系企業など

が中国の内陸都市において市場占有率を拡大することに寄与できるものと考えられる。つまり

本稿で提示した４タイプの１つを標的市場として戦略的に選択し、そのタイプ別に応じた商品

を開発・製造したうえで、マーケティング戦略と広報戦略を構築して販売することが有効だと

考えられる。

最後に本稿で、提示した仮説の信憑性を更に高めるためには、現地における詳細な定性調査

が必要だと考えられる。本研究では定量調査のみを行ったが、今後は本研究を基にして、イン

タビューなどの定性調査を合わせることによって、高齢者の生の声を聞いたうえで、さらに仮

説の妥当性を高めることが必要である。またマーケティング戦略は企業により同じ標的市場に

対しても違うアプローチを行うことが有効なこともあるため、今後はいくつかの企業や業種を

『国際人間学フォーラム』第８号 49

（11）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�������	
��
����

�
�����������������

��� ! �"! #$%&'�

(
�)*+,-./01���

��234�5678%&'9:&�

�
������	
��
�(���

�
����������������

�
�� ! �"! #�;<$%&'��

(
�=>8?@ABCDE)*+,-�

./01���

��234�FG�H78%&'9:&�

�������	
��
I����

����������������

��� ! �;<�JK$%&'�

(�=>8?@ABCLEEM6�56�

NO,-./01�

�
5678%&'9:&

�������	
��
P(���

�������������

��� ! �;<$%&'�

(�M6�56�NO,-./01�

�
�Q6RSTFG78%&'9:&�

�
$UVWC%&'XY&�

�

��

�



選定し、PEST環境分析とSWOT分析を用いて、企業・業種別の細かいマーケティング戦略を

提言すべきだと考える。

しかし本研究では、これまでに明示されてこなかった中国内陸部の高齢者の消費特性を明ら

かにすることに一定程度の範囲で貢献できたものと考えている。
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【脚注】

１ �彦�他（2006）「老年���展探析」『特区��』、p.355。

２ 蒋平他（2008）「	�世界商机无限」『消
�刊』p.73。

３ 西安市統計局（2011）「西安市統計年鑑」。

４ 高齢者の定義について世界保健機関（WHO）は、60歳以上と65歳以上という２つの分け方を示して

いる。そこで本研究では消費特性という観点から、60歳以上を「高齢者」と定義する。
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